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 既設基礎の耐震補強工事は，桁下の高さ制限や都市部および河川等の狭隘な場所など，厳し

い制約条件下での施工が要求される場合が多く，従来工法による増し杭や地盤改良工法では対

応が困難な場合がある．このような制約条件下で施工可能な既設基礎の耐震補強工法として開

発されたのが，高耐力マイクロパイル(以下，HMPと略)工法である．HMP工法とは，従来のマ

イクロパイル技術にグラウンドアンカー工法で用いられている削孔技術やグラウトの加圧注入

技術を取り入れ，補強材として異形棒鋼に加えて高強度の鋼管を用いることにより，高耐力・

高支持力を可能にした杭である．本発表では，HMP工法の概要と施工事例について紹介する． 
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1.  高耐力マイクロパイルとは1) 

 一般に，マイクロパイルとは杭の直径が 300mm

以下の場所打ち杭・埋込み杭の総称である．図-1 に

主なマイクロパイルの分類を示す． 

 マイクロパイルの中でも，構造物の支持や耐震補

強用として開発された工法が高耐力マイクロパイル

（以下，HMP；High capacity Micro-Pile）である． 

 HMP 工法は，従来のマイクロパイル技術にグラウ

ンドアンカー工法で用いられている削孔技術やグラ

ウトの加圧注入技術を取り入れ，補強材として異形

棒鋼に加えて高強度の鋼管を用いることにより，高

耐力・高支持力を可能にした杭である．HMP の概念

図を図-2 に示す．なお，本工法は，第 7 回国土技術

開発賞入賞技術 2)である． 

 

 
図-1 マイクロパイルの分類 

 
図-2 高耐力マイクロパイル概念図 



2.  高耐力マイクロパイル工法の特徴 

 HMP工法の主な特徴を以下に示す． 

(1)   設計面 

① 注入材(グラウト)を加圧注入し，補強材として異形

棒鋼と高強度鋼管を用いることで，小口径にもか

かわらず大きな支持力を確保できる． 

② 耐震補強等で用いる際は，従来の杭工法に比べて，

増しフーチング面積を小さくできる． 

③ 斜杭を設計に取り入れることで，水平荷重に対し

て効果的である． 

(2)   施工面 

④ 施工機械が小さいため，狭隘かつ低空頭の場所で

も施工可能である． 

⑤ 杭径が 300㎜以下と小さいため，地中障害物や既設

構造物への影響を減じることができる． 

⑥ 軟弱地盤から砂礫地盤，岩盤まであらゆる地盤で

の施工が可能である． 

⑦ 小型ボーリングマシンの削孔により，騒音や振動

が少ない． 

⑧ 杭径が細いことから，掘削土量が少ない． 

 

3.  発表概要 

 中国地方建設技術開発交流会 2015(広島県会場)で説明予定

のパワーポイントシートの抜粋を以下に示す． 

 施工方法，施工事例等については以下を，設計法と施工管理

については参考文献3)を参照されたい． 
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